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要 旨

ス ウ ェ
ー デ ン の カ ペ ラ ･ ゴ ー

デ ン美術 工 芸学校に おけ る工 芸教育は ｢ 地場産業や
一 般 の ユ ー ザ との

連携を考慮 に い れ た 課題 の 工夫｣ が な され , 実生活から遊離しな い 実用品の 作品制作が行われて い

る｡ ま た制作者で あ る学習者に対して は
, 実際の 生活 の 中で 工 芸品を使用で き る環境が用意され て い

るo そ して こ の 使用者側 の 体験が
, 工 芸品制作 に対す る 改良 や 変更 な ど へ の 注意を促し, 制作 へ の 動

機を導き出して い る｡

ま た 制作に関す る知識や 技術 の ｢ 蓄積と そ の 活用｣ が, 新 た な 作品制作に 挑む学習者を支援し, こ

の サ イ ク ル が継続的な 活力を作り出して い る ｡

本稿 で は こ の よ うな 工芸教育が
,

意図的 に 用意 さ れ た仕掛けに よ っ て導かれて い る点を考察す る｡

キ ー ワ ー ド

カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン美術 工芸学校, 環i急 進化 デザ イ ン
, 工 芸 , ネ ッ トワ

ー ク

1 は じめ に

筆者らは
,
1 99 1 年に 行 っ た カ ペ ラ ゴ ー デ ン

美術工芸学校 の 現地調査をもと に 高岡短期大

学紀要に おい て ,
｢ 実生活 に 生き る工 芸｣ の

一 考察
l)

とし て そ の 特色を述 べ て きた ｡ こ の

考察の 中で は, 主 に学習者 に課される課題 の

工夫に 触れ, そ の 方法を本学 で の授業に取り

入れ る試み を通 して 問題点 を検証 した ｡

1 996 年 に 再び同校 の 調査を行う機会を得

て
,

工 芸品制作を実生活 に 指 し向ける教育

は , 単に 課題の 設定方法だけで なく, 教育環

境 の 中に 工夫され た様 々 な仕掛けが有機的 に

機能して い るという背景を具体的に調査す る

こ とが で きた ｡ 本稿 で は, こうした背景に 焦

点を当 て て , カ ペ ラ ゴ ー デンを再考して み た

い ｡

さて , これま でわれわれが 問題 に しようと

する工 芸観 の一一

つ は次の よう なも の で あ っ

た ｡ すなわ ち
,

工芸品制作が やや もす ると作

家の 個性を表現する活動と受け取られ て しま

う｡ そ の結果,
工芸品が美的鑑賞の対象物と

な っ て しま い
,

｢ 使用する｣ と い う観点が希

薄に な っ て しま っ て い る ｡ 本来 , 他者である

｢ 使用者｣ に 向けられ べ き制作者の 意図が
,

ますます作家自身 の 内面の 探求に 費や され る
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ことに な る｡

しか し, 北欧とく に ス ウ ェ
ー デ ンの カ ペ ラ

･ ゴ ー デ ン美術工芸学校に おける工芸活動を

つ ぶさに 観察して みると
, 上記 の ような工芸

観とはま っ たく異な っ た工芸理念に従 っ て 工

芸品制作が行われ て い る｡

そ の 工 芸観と いうの は
,

工芸制作者として

大成する に は , まず , よき使用者として十分

に 訓練を積み
, 実社会との つ ながりを持 っ た

課題制作 に 重点を置く こ とに 徹して い る ｡ そ

して
, 何よ りも驚か される の は

, 学習者 の 活

動環境を こう した教育方針の 下に徹底 して 整

備する努力を行 っ て い る ことである ｡ そ して

こ こ に こ の 学校の 特徴が も っ とも色濃く反映

されて い る｡

以下の論考で は これらの活動環境が それぞ

れ に 意味を持 っ て有機的 に 関連して い る点に

焦点を当てて みた い ｡

2 カペ ラ ･ ゴ ー デン美術工 芸学校の理念

カ ペ ラ ｡ ゴ ー デ ン で は, 個人 の創造的な能

力が, 作品の奇抜さや意表を突い た驚きとし

て 発揮される ことより, 長い 伝統と多くの 試

練に 耐え て使い 続けられ て きた技術や知識と

強く結び つ い て 現れ て くる ことを目指して い

る ｡ 制作者 ( 学習者) の発想や ア イデア の 源

泉に は い っ も先人 の残 した伝統ある知識が基

礎 とな っ て い る｡ そ甲伝統 はよくい われる無

形の もの は少なく
.

,
は っ きりと形 にな っ た作

業場, 思索や語らい の 場, 知識 の 伝授方法に

裏打ちされ て , 誰 もが それを自由に利用 で き

る全体環境として 作り上げられて い る ｡ 制作

の 訓練 は,
こう した長い 時間をかけて試行錯

誤 に よ っ て で きあが っ た場で なされる ことを

基本方針と して い る｡

しか も, カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン で課され る制作

課題 の はとん どは
, わ れわ れが生きて い る現

実 の 生活か らか け離れ る こ となく , 具体的で

平静な 日 々 の 中で必要と感じる もの に 向けら

れる ｡
｢ われわれ｣ とい う対象は , 主 に使用

者として の 他者であり,
そ こ に 動機 の 発見と

他者 へ a) 配慮がなされ るよう
.
な仕掛けが施さ

れ て い る. -

カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン で は , こ の ように 自然と

生活に欠かせ ない木製 の 椅子や机,
ベ ッ ドや

本棚, 陶器, 雰囲気を大きく左右す る織物な

どに関心が向けられ, そ の使用者として の 経

験も同時に積み重ねられるように生活全般 へ

の 配慮がなされ て い る ｡

これ は, 結果 として 木工 , 陶器, 織物 , 莱

園と い う専攻が有機的に 関連するように意図

され て おり, 発想と刺激 の源泉を幅広い もの

に する の に 役立 っ て い る｡ 他の 専攻の 制作者

との 人的関係も深め られ, 境界領域 で制作す

る場合 で の 共同作業の 訓練 に もな っ て い る｡

伝統 に つ ながり, 生活全般 に 拘わ っ た制作

環境は
, 自ずとそ の作品に ｢ 信頼性｣ とい う

もの を要求する ｡ こ こ で いう信頼性とは , 技

術がし っ かり して い る.
こ と

, 使い やす い こ

と
, 制作意図が誰からも明確 で あり ,

モ ノを

介した共感が感 じられるとい うような ことを

指 して い る｡ 自己中心的な表現に偏りすぎた

り, 営利だけを目的とした作品とは考え方を

ま っ たく異 に して い る ｡

以上 の 能力をカ ペ ラ
･ ゴ ー デ ン で身に 付け

れば , 専門の 家具職人や工芸家と し て
, ある

い は家具の デザイ ナ ー

や経営者と し て の 道も

開けて い くと いう
* 1

｡

実際の 実技課題 の 流れは , 伝統的な技法 に

よ っ て作る ことの出来る単純な作品か らはじ

め て
,

そして 徐々 に 高度な作品 へ と展開して

いくように 作られて い る｡ こう した流れは技

術習得の ため の段階的な ス テ ッ プア ッ プを意

図 した課題構成で はあるが
, 徐々 に作品の種

類を拡大して 住空間 に おける快適性 の デザイ

ンカを総合的 に 身に付ける こ とを目指 して い

る ｡ 具体的 に は , はじめ に ス ツ
ー ル制作か ら

始め , そ の ス ツ
ー ル に対応して テ

ー ブ ル を制

作する｡ そ して これらの側に必要なライ トス
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タ ン ドを制作し, そ し て-壁 際に 置く た めの

キ ャ ビネ ッ ト へ と制作の歩 を進 め る の で あ

る･｡ 何れ に しろカ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン の 教育 には

使用者の立場に立脚した視点があるとい うここ

とが できる ｡_

さて
,

こうした教育理念が実際に はどの よ

うに学習者の 日 々 の 生活と活動 に活かされ て

い るかを っ ぶさに紹介しなければ, 本当の 実

態 は知り えな い もの に な っ て しま う｡ そ こ

で , 当学校の 一 人の 学生に焦点を当て , そ の

学生が実際に どうの ような活動を行 っ て い る

かをか なり詳 しく報告する こと で話に具体性

を与える ことに した い ｡

3 一 人の 学習者の 活動

力 ベ ラ ゴ ー デ ン で 学ぶ学生 の 中に は , 既婚

者や企業からの 社会人入学者なども含まれ て

い る｡ こうした学生 らは個別 の借家に住み
,

必ずしも他 の 一 般的な学生と行動を同じくす

るとは限 らな い の で , こ こ で は こうした特例

を外して , 学内の 生活 ル ー ル や時間割に沿 っ

て 学生生 活を送 る 一 人 の 学習者をサ ン プル

に , そ の 制作活動を追 っ てみた い ｡

3
.
1 学習者の プ ロ フ ィ

ー ル

学習者R 氏は木材工芸専攻の 3 年生で
, 学

校の 敷地内 に 設け られた宿舎 の 一

つ メ ラ ン

ゴ ー

ラ ン ド邸の 一

員 である ｡ 無 口 で自己管理

能力に 富む彼 はウメオ市よりもさらに 北の 出

身で , 年齢は22 歳である ｡

木材加工機械の 一 種 , 手押しカ ン ナ盤
* 2

を

使 っ て作業する彼の 様子を観察すると, 基本

的な制作姿勢が既 に 身に つ い て い る ことがう

かが われる . 聞けば高校卒業後, 木材機械加

工 の専門学校 に おい て 1 年間学ん だとい う｡

彼 は 1 年生か ら3 年生ま で の 学生が作業する

工房の 中に い て , 現在, 卒業制作 の課題 に 取

り組ん で い る ｡

7~Ⅰ

3 . 2 社会上ヒの つ
こながりを考慮した課題■

さて , 彼が現在制作: L て い る の は卒業制作

の 作品 で あ る｡ 彼は こ の 制作に際して
,

.

- ス

ト ッ ク ホ ル ム の 建築事務所が設計する某銀行

の 新しい オ フ ィ ス 設計に参加す る許可 を得

た｡ こ の銀行の オ フ ィ ス に は1 0 畳 はどの 接客

用 の食堂が計画され て い て ∴ 彼は こ の食堂 の

壁面に食器を納めるため の キ ャ ゼ ネ ッ トを制

作する ことを課題とした ｡
-

カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ンで出題される課題 の特色

は
,

｢ 美 しい 椅子｣ ,
｢ 楽しい 椅子｣ ,

｢ 遊び心

の ある椅子｣ などとい っ た抽象的な条件で出

題される ことがない とい う点で ある｡ 無論こ

れらの 要素は作品の
一

要素として尊重される

が
,

こ こ で の 課題 は実際の 社会との 関連を

持 っ た中で行われる ｡ 工芸品制作を個人 の 表

現 で なく実際(7) 使用に従 っ た もの へ と導くた

め である ｡

こ こ で実社会との つ ながりの 中で課される

課題とは他に どの ような例があるかそ の 2 ,

3 を紹介する ｡ . 同じ時期に 2 年生 に課された

課題 は ,
｢ 石と木を使 っ たテ ー ブ ル制作｣ で

ある｡ こ の課題 で学習者はあ-らか じめ地場産

業で ある石材所と木工所をそれぞれ見学し,

素材の特性や加工方法に つ い て解説を受け,

学習者達 は こう した知識をもと に計画を立 て

た｡ こ の課題 に対して ある学習者は
, 郵便局

で販売されて い る割安の定型小包箱 の寸法を

調 べ
,

こ れ に ピ ッ ク リと入 る折りた たみ ス

ツ ー ル を制作した ｡

Eg l 靴磨き の 道具箱
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ま た別 の ｢ 箱制作｣ 課題 で は,
｢ ネクタイ

の 箱｣ ,
｢ 薬 の 箱｣ ,

｢ 靴磨 き の 為 の 箱｣ ( 図

1 ) ,
｢ コ

ー ヒ ー を いれる為の 箱｣ ,
｢ ギタ ー の

道具入れ箱｣ ,

｢ 電話台兼箱｣ など具体的な使

用目的を設定して出題された｡

3 . 3 ネ ッ トワ
ー クの力

学習者R 氏が取り組む卒業制作に際して ,

キ ャ ビネ ッ ト制作の 計画が決定される背景に

は , 指導者が これま で に 蓄積した人的ネ ッ ト

ワ ー

ク を通 じて の 交渉が 事前に行われ て い

る｡ 彼は これをき っ かけ に ス ト ッ クホ ル ム の

事務所に 出かけ, 設計者と綿密な打ち合わせ

を行 っ た . ま た , 先の ｢ 石と木を使 っ た テ
ー

ブ ル 制作｣ 課題 に 際して も, 指導者は こ れま

で に築き上げたネ ッ トワ
ー クを使 っ て , 地場

産業で ある石材加工 と家具製造 の 工場を結び

付ける課題作りを行 っ た ｡

カ ペ ラ
･ ゴ ー デ ン で は指導者自身が長い 間

に 関わ っ た学生の 名簿や , 企業や美術館, そ

して新聞社などと の 人脈を貴重な情報として

蓄積す る こ とを重視して い る｡ 学習者は必要

に迫られた時, 自分だけの 力で情報を収集す

るだけ で なく,
こうしたネ ッ トワ ー ク の 力を

活用す る ことに よ っ て実社会との コ ンタク ト

をとる こ とが出来る シ ス テ ム がある ｡

こ の ような情報の 収集と蓄積,
さらに これ

の活用に対して指導者が無関心 な場合, 指導

者が餌難な問題解決の た め に関わ っ た全 て の

実績 はそ の場しの ぎとして 忘れ去られ , また

個 々 の学習者が収集 した貴重な情報は卒業と

共 に持ち去 られて い く｡ そ して次に続く学習

者は, 再び未熟な個人 の 力で情報収集をゼ ロ

か ら始め るとい う過程を強 い られる ことに も

なりかねな い ｡

3
.
4 条件 か ら始まる制作

学習者 R 氏はキ ャ ビネ ッ ト制作 に際して
,

料理の種類やそ の コ
ー

ス に使われる食器の 種

類を綿密に調 べ て ,
それと同じサイ ズの 型紙

を用意 した上 で 全体の 寸法を検討 して い っ

た｡ また
, 食堂全体を構成するカ

ー テ ンや紙

塩の色彩や質感,
そ こ で使われ るテ

ー ブ ルや

椅子なども詳しく調 べ
,

これらに調和する形

や木の 種類を選択して い っ た ｡ さらに調理場

の位置関係や
, 給仕の配膳作業に関する動き

なども条件に挙げられ
, 取り付ける位置が検

討された｡

これらの 中で最も困難な条件 は , 容量が大

きく十分な強度を持ち ,
しかも威圧感を持た

せない繊細な調和が求め られた ことで ある｡

彼は こうした条件に対し, 花を飾るこ との で

きる ス ペ ー ス を設ける ことで , 堅い 印象を与

えが ちなキ ャ ビネ ッ トに穏やかさを加え よう

とした ｡

ヘ ンリ ー
･ ベ トロ ス キ ー は ｢ フ ォ ー ク の歯

はなぜ四本に な っ たか｣ の 中で , デザイ ン の

展開方法に つ い て ア レグザ ンダ ー の言葉を借

り て
,

『不適合を引き起 こす不調和や苛立ち

の原因や威圧力を中和するための
, ネガテ ィ

プなプ ロ セ ス 』
2 ) と表現 して い るが, R 氏の

アイデ ア の展開も様々 な条件に折り合い を付

ける作業とい える｡

とこ ろで いまだ に多くの 工芸教育の 現場で

は , こ の ような ｢ 条件に従う制作｣ は
, 学習

者自身の 個性を失わせ て しま う の で は な い

か, とい う反論が多く聞かれる｡ しか し, あ

らゆる人工物の 進化は , むしろ条件があるか

ら こ そ , そ の 条件を引き金 に して形が 導き出

され て きた ｡ 人の動き, 素材 の特性 ,
それに

伴う技術, 場所, 目的, 機能,
な どこれらの

条件 は発想 の 源に転じて きた ｡ 工芸品制作 に

伴う条件とは, 他者がそれを使うとい う場合

に 考慮 しな けれ ばな らな い 重要 な要素 で あ

り,
こ れに 対 して よか れ と思う自 己 の 考え

杏
, 配慮と い う形 で表現す る こ とが 出来 る の

で はない だろうか｡

3 . 5 モ ノ を前に した検討

彼は
,

工房の片隅 に ある壁面に原寸大の 模
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図 2 壁面 に取り付けられた模型

型を取り付けて ア イデア を検討 して い く｡ 指

導者との検討の 際に もこ の模型が使われて行

われる ( 図 2 ) ｡ ま た入手した食堂の 平面図

をもと に 1 0 分の 1 の 室内模型 が作られ ( 図

3 ) , 窓や照明の 位置 , 配膳などの 人の 流れ

が検討された ｡ 指導者は部屋の 雰囲気と人 の

動きに配慮して , 堅く, 鋭い印象を与える直

線に代えて 柔らか い 曲線の 利用を提案した｡

こ の ように彼の作業の進め方に 見られる大

きな特色 は
, 実際の モ ノ を目 の前に した検討

で ある｡ モ ノを前 に して の 検討は様 々 な利点

がある｡ そ の 一

つ は
,

プ ロ ポ ー シ ョ ンや量感

や材料の使い方が具体的 に理解 で き, 部材の

差し替えが容易なうえに 比較する こ とや選択

するな どの 客観性を持 つ こ とが出来る ｡

モ ノを前 に した検討は指導者に と っ て も非

常に有効に なる｡ 何を指導する べ きかが明ら

か に なり, 示唆す る べ き内容が具体的に な

る ｡ また モ ノとして 形にされ, 両者の 問に 置

か れたとき, 指導者と学習者が問 鼠点を共有

する状況が出来上が るからで ある ｡

図 4 は
, 太さをミリ単位で 変え て作られた

角材と
, ドア にはめ込まれた樹木の見本で あ

る ｡ これは指導者が テ
ー

ブ ル の脚部の寸法な

どを説明す る際に
, 触れる こ と の で きる見本

を使 っ て 理解を深め ようとする工夫で ある?
.

また ドア に はめ込まれた樹木の 見本は
, 単に

テ
ー

ブ ル の 上に 並 べ て見せ るだ けでなくi

_.
見

本に 具体的な動きを持たせ る工夫 である｡
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図3 室内模型

図 4 - 1 木材の 寸法模型

図4 - 2 ドア に 取り付けられ た樹木見本
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芦.

.
6 外部の 専門家による中間講評会

R 氏は中間講評会に 際して
, 作品制作に至

る動機と調査 の 過程, そして 形の決定ま で の

プ ロ セ ス を
, 原寸大 の 模型と調査資料を使 っ

て発表した ｡

一

通り発表が終わると, 正面に

座 っ た 3 人の専門家からの質問に答える ｡ 質

問の 内容は作品の 美的要素に 限らず, 置かれ

る場所, 雰囲気, 他の 要素との 調和, 量産 に

対する検討, 修復に関する配慮,
塗料の環境

- の 配慮な どな ど様 々 な内容に及ぷ o

一

般に
, 作品の 講評会とい えば出題者であ

る指導者自身が講評する形式がと られる ｡ し

かしカ ペ ラ ･ ゴ ー デン で の講評会で は指導者

は発言しな い ｡ 講評者は実社会で活躍する作

家や建築家, デザイナ ー が招かれ , 学習者の

作品はじめ, 出題と指導の在り方に対して も

講評が なされる ｡ こ の 卒棄制作の 中間講評 に

は , 首都 ス ト ッ ク ホ ル ム で 活躍す る建築家2

名 と , カ ペ ラ ゴ ー デ ン卒業生 の 家具デザイ

ナ ー 1 名が講評者として招かれた ｡

こ こ で興味深い の は講評会の運営方法 であ

る ｡ 作者は提示する原寸大模型を
, 実際に使

われる場の条件と類似した場所を学内に 設定

し て そ こ に運び込む｡

′
講評者と他の 学生 はそ

の 模型 の 置かれた場所ま で移動して講評が行

われる ｡ こ れはそ の 作品と
,

それが置かれる

場の 条件とが切り離され て しま っ て
,

やや も

す ると作品だけの 批評に 陥る危険性 に 配慮し

た もの で ある｡ 別の 学習者の作品で も, 作者

であ る彼女 の 住む家ま で作品が 運ばれ て
, 彼

女 の寝室で 講評が行われた｡ なぜなら彼女の

作 品 に と{ つ て , 窓 の 位 置や ベ ッ トの 高さ ,

日 々 の 生活 の パ タ
ー ン が重要な要素に な っ て

い るから である ｡

3 . 7 情報 の蓄積 に 支え られる制作

学習者 R 氏の 作品 は縦長 の キ ャ ビネ ッ ト

( 高 さ80 セ ン チ はど) 二 つ を幅 の狭い 棚板が

連結する構造である ｡ キ ャ ビネ ッ トに は扉が

つ い て い て ,
これらが

一 体 に組み 合わ され て

壁面に 固定される｡ こ の 作品制作に は様々 な

知識と技術が必要となるの であるが , そ の 主

なもの は次の通り で ある｡

･ 木材の使い 方 ( 形と木目の 調和) に関す

る知識

･ 接合方法の 知識及び制作技術

･ 扉の 構造に関する知識及 び制作技術

･ 引き出しの 構造に関する知識及 び制作技

術

･ 蝶番 い の 金属部品 に関する知識及び制作

技術

･ 扉の ス ト ッ パ ー 部品 に 関する知識及び制

作技術

･ 塗装に関する知識及び塗装技術

それ で は彼は こ の 全て を 一 人で ゼ ロ から調

べ
, そ して た っ た

一

人で試行錯誤を繰り返し

なが ら制作に 当た っ た の で あろうか｡ 事実は

決して そうで はない ｡ 彼の 制作過程 を追跡す

ると彼の 制作を支援する様々 な蓄積の存在が

浮かび上が づ てくる ｡

図 5 - 1 接合方法 に関す る模型

図 5 1 2 構造見本 の 一 つ
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図 6 - 1 参考 に さ れ る工 具収納棚

図 6 - 2 工 貝収納棚 に見られ る蝶番の 構造

木材 の
, 接合方法に 関して は作業環境 の 中

に 様々 な ケ
ー ス を想定 した模型が置かれ て い

て
, 彼は それを手に 取 っ て触れ, 観察す る こ

と で自分が何をする べ きかを知 る ことが で き

る ( 図 5 ) ｡

扉 の 構造 ,
そ して加工技術は様 々 な模型 の

はかに
, 彼が寝起きする部屋 の中で実際に使

われる家具類, 食堂 に おかれた キ ャ ビネ ッ ト

類 , 機械室 の 各加工機械 の側に 作られた工具

収納棚な ど, 実際の 活動 の 場所 におかれ て い

て 参考 に する こ とが 出来 る ( 図 6 ) ｡

蝶番 い や ス ト ッ パ ー は実物 の サ ン プ ル が 多

種類用意され て い て , 彼は自分 の 作品に 適 し

た もの を選択す る ことが で きる｡ また特注 し

なければならない 特殊な もの は, 外注先の 業
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者リス トが用意されて い る｡ さらに彼が彼自

身で 作る場合に は先輩達の 製作工程資料が残

され て い て , これを ヒ ン トに 彼の ア イデア を

発展させ る ことが で きる｡

もともとわれわれは
, 先人 の 試行錯誤 の 結

果残された様 々 な知識 の 蓄積の 上に 立 っ て
,

新たな困難な課題 に立ち向か っ て い くこ とが

で きる｡ そ して人間は こうした繰り返 しを文

明の 発祥以来続けてきたの で ある｡ カ ペ ラ ･

ゴ ー デ ン の教育では , 指導者が これま で に指

導し, そ の中で開発された技術や知識を形あ

る モ ノ に置き換え , そ して 蓄積し
,

こ れを学

校の共通 の財産として有効に 活用する ことが

習慣的に 繰り返され て い る｡ カ ペ ラ ゴ ー デ ン

で の 指導者は
, 様々 なモ ノ を配置 して ｢ モ ノ

に 語らせ る指導｣ に力を注 い で い る ｡

それ に 比 べ て 日本の 工芸教育 で は知識や技

術を何か の 形で残す ことに 対して積極的とは

い い が た い ｡
｢ そ もそ もモ ノ を作りた い と制

作者が強く願わなければ
,

い くら情報を用意

して も無意味 で ある ｡ 回答や ヒ ン トは制作者

が自ら探し求める べ きで あり, 頼切す ぎる情

報の 提供 は学ぶ者の探求心や工夫する力を失

わせ て しまう の で はない か｣ とい っ て すまさ

れ て しまう ことに なりやすい
3'

｡ ま た学ぶ者

の探求心や工 夫する力は全 て制作者本人 の能

力次第と い う考え方で は
, 長い修行を積まな

ければ工芸の 世界 に仲間入りで きな い聖域 を

作り出す こ とに なりがち で ある｡ こうした面

は , 工芸品制作を多様に 発展させ る ことや こ

の 基盤を拡大す る ことに障害ともなる｡

3
.
8 作品の 行方

さ て , 制作された作品がそ の後 どの ような

経緯を辿る の かをさらに追跡 して み た い ｡

学習者 R 氏の 作品は秋に ス ト ッ ク ホ ル ム で

行われ る メ
- ベ ル メ ッ セ ( 家具デザイ ン新作

展) に 出品され , ス ウ ェ ー

デ ン マ イ ス タ ー 協

会の 採点を受ける｡ 制作された作品 の 中で
,

量産可能な作品は実際に 商品化される ことも
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珍しくない ｡ また会場を訪れる企業の 人 々 に

と っ て は優秀な人材獲得 の機会ともな っ て い

る｡

また課題 に よ っ て は卒業生始め地域住民に

あらかじめ予約をと っ て量産 , 販売される こ

ともあり,
そ の 収益は奨学金や研修旅行の 費

用などに運用される｡ 図7 は ｢ 金属と木材を

使 っ た ベ ン チ制作｣ とい う課題 で製作され ,

商品化された もの である ｡

図 7 商品化 さ れ た ベ ンチ

こ うした学外で の 成果の 発表は
, 学習者が

単に学内だけ の 学習に終わる こと なく, 刺

作, 発表, 受注, 納品 , 使用者からの フ ィ
ー

ドバ ッ クと い っ た実際の ユ ー ザと の 間で なさ

れる
,

い わば工房運営ノ ウ - ウ の全体を体験

する こ とが目的 である ｡

また学内で の展示方法は , 鑑賞者の 為に 工

房をオ
ー プ ン に して授業や作業風景が見 られ

たり, 制作者と対話を交わす ことも出来るよ

うに企画 される｡ 作者の 制作動機や , 施され

た技術の 効果や
, 制作者の注い だ配慮 の 理由

を知 る こ とば
, 作品に対する信頼感を 一 層高

め る こ と に なるか らで ある ｡

もちろん , 同時 に作品の未熟な点や指導者

の姿勢もさ らけ出す こ と に な るが
,

だ から こ

そ個人や学内だ けの 身勝手な制作や指導が許

されな い 立場 に立 っ こ と に なり , 使用者 の存

在 に つ い て注意深くな る の で ある｡

一 方 ,
わが国の場合 で は, 実社会と の 発展

的な展開 に 結び つ けるため の作品展示 と い う

よりも, 単 に教育効果 と いう名目 で 具体的な

狙い を持たない ままの 展示が慣習として行わ

れる ことが多い ｡ また展示方法は , 作品が実

際の使用者の 立場か ら評価を得られる ように

工夫する ことよりも, 鑑賞物として の見栄え

の良さに重点が置かれて い る｡ 学習者の み な

らず, 指導者にと っ て も指導の 成果が実際の

生活 の 中に受け入れられるか どうかが厳しい

評価とな っ て返される ことは希で ある｡ さら

に学習者を取り巻く教育環境を積極的に公開

しようとする企画も少なく , 学習者と実際の

ユ ー ザが接触する機会は極めて少ない ｡ こ う

した状況の 中で の 工 芸教育は , 自ずとそ の社

会性を認識す る機会を持たな いまま, 個人的

で
, 自己中心的な, ある い は自己療法的な手

段と して の色彩だ けが強調される こ とに陥り

やすい ｡

カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン の作品の扱い は ,
こうし

た問題に対して , 多くの 示唆を投げかけて い

るように思われる｡

本章で は
一 人の 学生の 生活を丹念 に追い な

がら,
で きる限り個人 の活動状況を紹介して

きた ｡ しか し, 学生が こうした活動を苦もな

く遂行できて い る の は, 彼の 優れた個人的能

力に の み依存して い ると い う ことで は もちろ

ん ない ｡ そ こ に は学校を運営 して い る数多く

の ス タ ッ フ の 支援がある し,
これま で長年に

わたり蓄積されてきた学校の知的 ･ 物的財産

が大きく貢献 して きた こ とは既 に述 べ て き

た ｡

次章で はさらに学習者の生活 の中に用意 さ

れた シ ス テ ム や教材の 存在に つ い て もう少し

詳 しくみ て い く こ と に した い ｡

4 学習者を取り巻く支援 シス テ ム

4 . 1 改善意欲を促す シ ス テ ム

カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン美術工芸学校 の 各加工機

械室 は, 機械 ごとの 機能 に応 じて 工具棚や替

え刃 な どが 使 い や すく整理さ れ
, 作業場 の

隅 々 ま で こまやか な配慮が 尽くされ て い る｡
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さて
,

こ うした作業環境の 充実は学習者の

手に よ っ て 改善 や 工夫が 実践され
,

これ は

｢ 工房長｣ と名付けられた シ ス テ ム に よ っ て

運営され て い ろとの 解説を受けた ｡ こ の シ ス

テ ム は次の ような内容で ある｡

工房長 !

工房長 は工房の修復と修繕, 材料置き

場と製図室, 経済的知識及び品質管理を

リ
ー ドしなければならない ｡

e x) 仕事と責任に対する例 ( こ の い ずれ

かを行なう こ と)

｡

工房内の消美毛品 ( テ
ー プ ｡

ラ ンプ ･

紙など) 素材の 補充

｡ 修復修碍に関する新しい アイデア

｡ 学校内の 刃物の研磨

｡ 安全器具 の制作･
-

｡ 共通作業場の 整壇

｡ 材料 の乾燥と貯木

必ず行なう こ と

･ 毎日 の清掃, 週 2 回の掃除機がけを

水曜日
,

金曜日 に ( 全体を) 行なう

こと

｡ 機械の 集塵機 の ゴ ミ出 し ( 4 パ ッ

ク) を忘れるな!

｡ モ ー

ニ ングセ レ モ ニ
ー

｡ ケ
ー キ作り 1 0 : 00 -

, 水曜日

当番 : ( そ の 週の 当番名)

工 房長が こ の 仕事を離れ て もよ い の

は
,

ク ロ ッ キ ー

, 講義 ,
ミ ー テ ィ ング ,

ゲス トテ ィ
ー

チ ャ
- の授業の 時だけであ

る｡

以上 が ｢ 工 房長｣ に課せ られ た仕事で あ

る ｡ 当番 に な っ た学生は 1 週間だけ自分の 制

作を止め
,

こ の 仕事をしな けれ ばな らな い ｡

こ の 制度 は学生 の話 し合 い に よ っ て作り出さ

れ ,
そ して しばしば状況 に 合わせ て変更され

る ｡

一 般 に 当番 とは
,

一 律 に ある仕事を厳し

く課すもの の ように 思わ れ るが
,

こ こ で は
,
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そ の集団から離れて制作者の ｢ 動き｣ を観察

する見方が要求される ｡ そ して動き に 対して

あらかじめ何を用意す べ きかを発見 して , 機

能的な制作活動を支援するため の改善 ｡ 管理

に当た る の で ある｡

か つ て 当番 に 当た っ た学習者R 氏 は機械室

に あるボ ー

リ ング マ シ ン
■ 3

用 の 工具棚を制作

し
,

それは機械の そばの壁面に取り付けられ

て い た ｡ こ の 工具棚は工具の形状や種類に 読

え て作られ, 高い 完成度で ある ( 図 8 ) ｡ 彼

の行 っ た改善は単に便利な工具箱を制作した

とだけ見 られがちであるが次の ような重要な

役割を果たして い る ことも見逃せない ｡ それ

は使用者に工具棚がある ことによ っ て作業が

円滑に進む快適性を実感させ
,

工具棚の 中に

見られる加工技術が,
これから制作を始め よ

うとする学習者 にと っ て 有効な教材に な っ て

い る点である( ,

また作業環境が改善活動 の場として 学習者

に提供されて い るこ と自体にも重要な意味が

あるように思われる｡

一 般に作業環境の改善

図 8 - 1 ･ 2 R 氏 の 制作した工 具箱



7 8 小 松 研 治 ･ /ト 郷 直 言

は , そ の指導者 に よ っ て
, 指導が しやすい 形

で なされる場合が多い ｡ 多く の規律や
,

工具

の 管理な どは , 制作者で ある学習者の活動を

支援する こ とを十分に 考え て作られるとい う

よりも, 指導者の立場から見て都合の良い管

理統制の ため に なされる例を多く見る ことが

出来る ｡ 例えば工 具の紛失を防ぐため の 方法

として
,

工 具の返却を誘導する工具箱を工夫

する ことよりも, 指導者が それを保管して自

由に使えなくして しまうケ ー ス などである ｡

しか しカペ ラ ゴ ー デ ン の 工房長 シ ス テ ム で

は , 学習者は問題点を彼ら自身の切実な問題

と して捉え, 改善意欲をそ
`
の まま実践に移す

ことが出来る ｡ こ の改善が次 の誰かが 同じ戸

惑 い を繰り返さない ため の 配慮 に も つ なが っ

て い る ことば い うま で もな い ｡ こ の シ ス テ ム

は , 動機発見と他者に対す る配慮が工芸品制

作に と っ て重要で ある ことを学習者に気付か

せるため の仕掛けの ように も見える｡

さ て ,
こうした役割を担 っ た改善は二 島い

年月 の 問に 蓄積さ
′
れ拡大 して い く｡

一

度作り

出された 工夫が さらに 次の 工夫の手がかりと

な っ て新たな改善を生み , 改善が次の 改善 の

発想 へ の 手掛かりとな っ て発展 して い く ｡

こ の シ ス テ ム を学習者はどの ように受けと

めて いる のかを取材する中で
, 次の ような点

が 自覚されている の で これを つ け加え て おき

たい.

1 卒業後の 工房経営に大い に役立 つ

2 学習者は制作に
,

そ して指導者は本来

甲指導に集中する ことが で きる

3 チ ー ム ワ ー クを大切 に する

4 家族や集団の 中で生きる個 々 の役割を

自覚するなIt
lt

である ｡

4
.
2 生活 の中の 教材

カ ペ ラ ゴ ー デ ン で学ぶ学生 らは , 学校の敷

地 内 に設けられた伝統的 ス タイ ル の 一 般住宅

で 暮 ら し なが ら学 校生活を送 っ て い る ( 図

9 ) ｡ こ の 住宅 に は国籍 , 年齢, 性別を異 に

図 9 共同で使われ る リ ビ ン グ

図1 0 学生 の 部屋

した学習者らが個 々 の 部屋を確保 して 暮ら

し,

一 般の 家庭と同じ様に , 台所や居間や ト

イ レや電話などを共有して い る｡

各学生 の 部屋 に は, 学校が用意 した 家具

類, 食鼠 照 明, 織物な どが用意され て い

て
,

これを実際に使用しながら学生生活を送

る こ とが 出来る よう に 配慮 され て い る ( 図

10) ｡ こう した調度品 は学校の 財産 とし て収

蔵庫に収め られて おり , 各学生の 希望 に応 じ

て 貸し出され て い る｡ これらの 品 々 は卒業生

の 制作した作品で
* 4

, 使用目的及び耐久性な

どに対 して
, 考え抜かれた配慮が なさ れて い

る｡ こ の 配慮 は
, 指導者の指導内容の 成果が

蓄積された もの と し て も見 る こ とが 出来 よ

う ｡ 従 っ て こ れか ら制作者に なろうとする学

習者は, 自ずとそれらを作 っ た制作者 の 配慮

に 触れ る こ と に な る｡ こ の 様な状況は , 何か

の 参考資料を資料館 で触れ て み る体験が
, 莱

際め生活の 中で体験 で きるように考え られた

意図的な仕掛 の ように も見える｡
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先の 学習者R 氏の 住む部屋を観察した時の

こ と である ｡ 8 畳 はどの 板の 間に は
, 帆 , 棉

子 , 本棚, 照明器具, 洋服箪笥 , キ ャ ビネ ッ

トな どが配置さ れ, 手織の マ ッ トや陶器の 花

瓶 などが彩りを添えて い る ｡ 彼の部屋に置か

れたキ ャ ビネ ッ トは, 機能, 構造,
そ して美

的な面か ら見 て も考え抜かれた配慮が見られ

る｡ それは小さな部分の おさまり, 詳細な構

造ま で理 に適 っ た 作り で あ る｡ 現在キ ャ ビ

ネ ッ トを制作して い る彼は
,

｢ こ れ以上 の も

の を作りた い｣ と述 べ た ｡

こうした様々 な調度品は , 生活に伴う彼ら

の 動きに欠かす ことが できな い道具として置

かれ て い る｡ 生活者の 自然な動き に 対応 した

置か れ方は
,

こ の 宿舎生活 の場そ の もの を教

材と して捉える ことが できよう｡

5 教 訓

さ て ,
これまで カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン美術工芸

学校と いう 一

つ を取り上 げ, 工芸品制作の 現

場を例示し てきた ｡

そ こ に は
, 実際の 使用者に結び つ い た課題

と学外に 向けて発信される作品発表, そして

こ れ を可能に するネ ッ トワ
ー

ク の 力が働い て

い た ｡ 学習者の 制作は, 使用上考慮す べ き条

件か ら始め て い た ｡ そして 制作 の 対象は
,

主

に 使用者 として の他者に向けられ
,

そ の 使用

者の 体験 は実生活 の 中で得られる ように 用意

されて い た ｡ 外部か らの講評は , 多様な観点

から の指摘を受ける機会とな っ て い た｡ そし

て様々 な技術や知識の 蓄積が制作者を支援し

て い た ｡

以 上の例示が
一

つ の特殊な理念追求 に す ぎ

な い の で はな い かと い う批判 に 対 して , 全面

的な反論を展開するだけの余裕は い まの と こ

ろ な い が
,

より 一 般的な議論として ｢ 工 芸品

に お ける用と実は どの ように して生まれ て く

る の か｣ と い う 一 点 に絞 っ て 以下で 少し論究

して みた い ｡

7 9

5
.
1 生活用品の進化 は どの ように して起

こるか

D . A .
ノ ー -

マ ン は,
『よ い デザイ ン は進化

する もの で ある』
4)

とい う ｡ 進化とは い ささ

か大袈裟 で あるが
,

工芸品に おける用と美は

どの ように して生まれ てく る の かを彼の考え

に従 っ て少しみ て おく こ と に した い ｡

ノ
ー

マ ン は 『新しい モ ノ は前の 商品に あ っ

た小さな問題点をなくし
, 少し改善したり新

しい趣向を組み込ん だりして作られて い る｡

時間の 経過に つ れて
,

こ の プ ロ セ ス の結果と

して機能的で視覚的に も美しい もの ができあ

が っ てく る0:･ で ある』
4 )

とい う ｡ こうした意

味で の デザイ ン の やり方を ｢ デザイ ン の 自然

な進化｣ と呼ん で い る｡ ただし, 現代社会は

こ の ような ｢ 自然な進化｣ が起 こりにくい 仕

組み に
, 自らをが ん じ絡 め に して い る よう

だ ｡ そ の 原因として , ノ
ー

マ ン は次の 二 つ を

挙げて い る｡

新しい製品モ デ ルが発表されるまで の 時間

が切迫して い るため ( 主に競争の ため) , そ の

製品を使うお客の体験を フ ィ
ー ドバ ッ ク して

十分に 時間をかけて検討す る余裕が
_
ない ｡ 自

然な進化で は製品が改良されて いく時間は長

く ( 時に は何世代もかけて) かか っ て しまう｡

もう 一

つ の や っ か い なも の に ｢ 個性 の 主

張｣ と い うも の が ある ｡ 『デザイ ナ ー は
, 自

分が それにかかわ っ たという証拠とか印とか

サイ ンとで もい うも の を残さなければならな

い ｡ さらに
, もしも いく つ かの メ

ー

カ
ー が同

じ製品を作ると した ら, そ の どれもが他の も

の とはは っ きり違うように 作らない とい けな

い ｡ デザイナ ー とメ ー

カ
ー 共通に かけられ て

い る呪い と で もい うもの が こ の個性 の主張 で

あ る｡ 』
5 )

そ の た め に必要もな い 変更や 目新

しさだけを追求する姿勢に なりがちに な る｡

使用者が便利 であると感 じて い た点が新 しい

デザ イ ンを追求するあまり犠牲になり, た い

て い は改悪 に なるとい う｡ 長い 時間をか けて

築き上げられ て きた使用勝手の 良さ へ の デザ
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イ ン の配慮が
,

短期間の うち に消失して い く

の は見過 ごすわけに は い かない ｡

ノ ー

マ ン はデザイナ ー が こうした考え違 い

をして しまう の に は い く つ かの 理由があると

い う ｡

第 一 は
, 専門的なデザイナ

ー

が ｢ 美しさ第

一 主義｣ とい えるもの に支配されて , 使い や

すさ など へ の 配慮 を欠く傾向に ある た め｡

フ ォ
ー クやナイ フ

,
ハ サミやペ ン チと い っ た

身近な日用品で はない ｢ 美術工芸品｣ には こ

うした傾向が とく に 強い ｡

第 二 は , デザイ ナ ー は自分を典型的な ユ
ー

ザ であると考えて しまう ことが多いが ,
それ

は 『他人の行為や信念を自分の 立場で合理化

して しま っ たり, 自分の 信念に重ね合わせ て

しま っ たりす る ことが多い 』
6'

｡ デザイ ナ
ー

は自分が作 っ たもの に使 っ て い るうちに習熟

して しまうた め, 初め て使用する時などの 困

難な どに気 づかなくな っ て しまう｡

第三は , デザイナ ー の ク ライア ン トが実際

の ユ ー ザ で ある とは限 らな い こ とが多々 あ

る｡ 完成した製品の購入者はそ の製品の使用

者で ある より も, 資材購入担当者で あ っ た

り , 中間的な仲買業者や製品販売者で あ っ た

り, 支払い責任者で あ っ たりす る｡ これらの

人々 の 要求に応 じた デザイ ン は , 製品 の直接

的使用者 にと っ て満足の い く モ ノ で は なく

な っ て しまう場合もあり得 る｡

上記 の 第
一

卓に つ い て は ｢ 美しさ第 一 主義

へ の 批判｣ , 第 二
,

三点に つ い て は ｢ 制作者

と使用者との 関係｣ と して もう少し見て おく

こ と にす る｡

5 . 2 美 しさ第 一 主義 へ の批判

工芸品 の 場合 ( たとえ美術工芸品 の場合 で

あ っ て も) , 美しさ だけを求め て制作される

よ うな こ と は多分 な い で あろう ｡ 使 い やす

さ, 機能性 ,
コ ス ト, 信頼性な ど他の 基準も

考慮 され る｡ 問題 は極端な美しさ第 一 主義 に

あ るとい える ｡

工芸品を制作者 ( 自身) が何を考え, 何を

求めて制作する の かとい う基準でみ る限り ,

制作された モ ノ はデザイ ン の よしあしとか作

者の創造性とい うメ ジ ャ
ー

で測られる ことば

致し方ない ｡ しかし,
そ の ( 選択) 基準の

一

部が制作者自身から で はなくて , 外部からく

る場合はどうで あろうか｡ しかも, 作家の意

識性,
デザイ ン の 人工性が作用する ような短

期の 選択基準で はなく ,
それが長期にわた っ

て徐々 に行われる場合で ある｡

たとえば, 最初か ら決められた選択基準に

従うわけで はなく ,
そ の ときどき の かなり気

ままな選択に よりながらも長い 目で 見れば次

第に改良され て い く進化の ように ｡

ヘ ン リ
ー ･ ベ ト ロ ス キ ー

は こ うした見方

で
,

人間が作 る実用的な人工物の
, 長い 期間

にわたる変遷を辿 っ てみ ようとする｡

彼は ,
フ ォ

ー クやナ イ フ
,

ハ サ ミやペ ン チ

とい っ た身近な実用品は , 現在の ような形 に

なるまで の 変遷を辿 っ てみれば, そ の ときど

きの 形に少しの 変化を与え
,

それが人 々 に受

け入れられたも の だけが生き延びて残 っ て い

く｡ すなわち, よく適合した形だけが残され

て ,
こ の 過程が延 々 と続い て い くの だと言

う｡

『い かに目的の な い 変化であ っ て も, 最終

的に は よく適合した形 を導き出す ｡ なぜな

ら,
そ の プ ロ セ ス の 機構 に は, もともと釣り

合い を保とうとする傾向があるからだ｡

- - I

( 中略) ･ - - そ の 人 ( h e) に は形を改良す

る能力な ど必要が なく , 失敗 に 気付い た と

き, あ る種 の 変化をもた ら しさえすればよ

い ｡ そ の変化は ,
か ならずしも改善 に ならな

い かもしれな い が , 別 に それで も構わな い ｡

なぜな ら,
そ の プロ セ ス の 作用は

,
改善の み

を存続させ るか らで ある ｡ 』
7'

良く しようと

意識 し て デザ イ ンすると い う こ と自体に批判

的 で あり, 職業的な デザイ ナ ー に対して敵意

さえ見せ るラデ ィ カ ル な デザイ ン論を こ こ に

み る こ とが で き る｡ 悪くす ると
, 変化を与
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え
, あとは成り行き に任すせ るともとられ て

しまい そ うであるが
, 実際に は日用品や道具

は改良 ･ 改善を長い 時間をかけて 連続的に加

え て い く過程で ある点を重視して い るとみ る

ことが で きる｡

工 芸品も実用品 で あり, 道具で あるとみれ

ば, 進化 に よ っ て 徐々 に使い やす い モ ノ に変

化して いく ことになる ｡ た だし, こうした進

化が フ ォ
ー クやナイ フ

,

- サ ミ や ペ ン チ と

い っ た身近な用具 に つ い て みれば確かに そう

かもしれな いが , 芸術的活動の 産物である絵

画や 彫刻, 美術工 芸品 に つ い て もあ て はま

る
,

とい うわけに は い かな い の で はない か
,

とい う反論が予想される ｡

実の 探求は, はん の 少しの 改良を加えて い

くとい うより, 作家が自らの 内面に向か っ て

模索を繰り広げる個人的 で自己療法的な ( 創

造的な) 活動 で あると思 い こ みやす い ｡ しか

し, 美の 開拓者たちす べ てが ゴ ッ ホ の ような

熱狂的な人生糾問者で なければならな い わけ

で はな い ｡
『芸術行為 の 根本は

, もの を ｢ 創

る｣ だけでなく , それを次 々 に 承け継 い で い

く ｢ 持続｣ へ の意思から成 っ て います｡ ある

芸術家の ｢ 創る｣ 行為の 中に どれほ ど激しい

否定意志や破壊衝動があ っ たとして も,
そ こ

に人 々を深く力強く揺り動かすに足る感動的

な何かが感 じられた場合 に は , 次の世代 はそ

れを慎重 に継承し
,

より持続的なもの に す べ

く努める で し ょ う ｡ そ の ように して芸術史は

形成され て きた の で すし, 文化史も形成され

て きた の で す ｡ 』
8)

大岡信は こ の ように 述 べ

て , 人類 の文化が豊かで多様性をも っ た長く

秩序だ っ た歴史を作り上げ て きた背景に は,

芸術作品が常 に悲劇的な対象拒殺 の欲望と共

に の み ある の で はなく, 継続, 持続, 蓄積の

上に 成り立 っ て い る ことを主張 して い る ｡

美と用 と い う二面性が求め られ る工芸品制

作 に 関 して は次の ような反論が起 こりうる｡

形が作り出され る の はそ の ような進化 の過程

を経 る ことばかり で はな い ｡ 初め に作者 の 心

8 1

の中に 美の イ メ ー ジがあ っ て こ そ新しい形が

生まれる の だ
,

と｡ こうした美に対する根深

い思想 に対して
,

ベ トロ ス キ ー

は次の ように

反論す る｡
『もち ろん美的な問題は , デザイ

ンされた モ ノ の 最終的な外見が決ま るまで の

過程に
, ある程度の影響を及ぼすだろう し,

場合に よ っ て は影響 どこ ろか支配力をも つ こ

ともあるだろう｡ しかし
,

宝石や芸術品など

の は っ きりした例外は別として
, 美的な問題

が モ ノ の形を決める第 一 の要因に なる ことは

め っ た にない ｡ 実用品を能率本位で簡素化す

る こともで きれば
, 逆に も っ と目を楽しませ

る形 に作る こ とも で きるが , そ うした 変更

は , むしろ成熟しき っ た人工物の体裁を良く

するための もの で ある場合が多い ｡

- - ( 中

略) - - チ ェ ス ･ セ ッ トをデザイ ンある い は

｢ デザイ ン の 変更 ( リデザイ ン) ｣ す る こと

は , 駒の重さや バ ラ ン ス とい っ た副次的な事

柄の 考慮を伴うかもしれない が
,

た い て い の

場合, 美的な問題と見なされる ｡ 美的価値と

い う名目 で
, 多く の チ ェ ス ･ セ ッ トは , 単 に

風変わりなだ けだとは言わな いま で も
, 見 た

目が よりモ ダン に
,

あ る い は よ り抽象的 に

な っ て きて おり,
プ レ ー ヤ ー が クイ ー ンとキ

ン グ,
ナイ トと ビ シ ョ ッ プを見分ける の に難

儀する ことなどお構い なしである ｡ 』
9 )

美を追求する態度が
, 得て して使用者の こ

とを忘れて自己目的化しやす い傾向をよく捉

えて い る｡ そ して ,
『 - こ うした道具 の デザ

イ ン は
t 偉大な作り手の頭の 中で 完望 に練り

上げられ て から生まれるもの で はなく, むし

ろ,
それを取り巻く社会 , 文化 , 技術に 関連

し, 使 っ た側の ( おもに不愉快な) 経験を通

じ て 変更が重ね られ て い くも の だか らで あ

る｡ 』
10 )

と論 じて い る｡

5 . 3 制作者 と使用者

あ る モ ノ を挟ん で , 制作者か らみ た使用

者, 使用者か らみ た制作者 は, お互い に 自ら

の 立場で しか相手を理解 できな い傾向が ある
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ようで ある｡

D . A . ノ
ー

マ ン は,
『デザイ ナ ー が習熟す

ると い うこ とと
,

ユ
ー ザが習熟す る こ との 間

に は大きな違 い が ある｡ デザイ ナ
ー

はデザイ

ン して い る問に 自分で設計 して い る ｢ 道具｣

に 習熟 して しまう ことが多い ｡

一

方,
ユ

ー ザ

が習熟 して い る の はそ の道具を使 っ て行なお

うとし て い る ｢ 作業｣ なの で ある ｡ 』
l l) と述

べ て い る｡

ノ
ー

マ ン はさ らに
,

『デザイ ナ
ー

は そ の 製

品に とて もよく慣れて しまう の で
, 問題が起

こりがちな部分を見 つ けたり理解する こ とば

で きなくな っ て しまう｡ デザイナ
ー

は , 自分

がデザイ ン して い る道具に対して深い 理解を

も っ て い るし, それに非常に よく接して い る

の で
, 自分が ユ

ー ザの 立場に立 っ たとき で さ

え , そ の 道異 を使うときに は はとん どの 場

合, 頭の 中にある知識を活用して い るの で あ

る ｡
ユ ー ザ に と っ て みれば, とりわけ初め て

使うときや , ときた まに しか使わな い とき

は
,

はとん どす べ て の 情報を外界の 知識に依

存 しなく て は ならな い ｡ こ れは デザイ ン に

と っ て みれば基本的ともい える大きな違 い で

ある』
12 )

とい う ｡

『 一

度失われ て しま っ た初心 は
, 簡単に は

取り戻せ ない ｡ デザイナ ー の 立場から で は ,

ユ ー ザ の 陥りが ちな問題や , 起 こ しがちな思

い違 いや , 生 じがちな エ ラ
ー などを予測する

の は はとん どで きな い 相談 である ｡ 』
13 )

･ 多く の 教育シ ス テ ム は
, 制作者 ( そ の 分野

にすで に習熟した人たち) の目から見て適切

な シ ス テ ム に な っ て い る ｡ 勢い
,

そ の 分野 の

知識と技能の 習得 ,
そ の多くが記憶と繰り返

しの鍛錬 に より知識 の 内面化 ( 内化) に努力

が注がれ る こ とに なりやすい ｡ しか し,
こ の

こ とが学習者とくに初心者や , 別の分野 で は

専門家 で あ っ て も当の 分野 で は素人 で あるも

の に と っ て適切 な教育環境 であるとは い い が

た い ｡ たとえ勲達 した専門家 で あ っ て も, 自

分 の使用す る道具 の す べ て に つ い て 完壁な知

識を持 っ て い るわけで はない だろう ｡ 自分の

作業過程 には深い 知識を所有して い る に して

ら, 作業の過程で使用する道具類の す べ て に

わた っ て深い 理解と知識を必ずしも必要とは

しな い ｡ むしろそうした道具 は使い やすく,

特別な訓練を要しな い もの が好まれる ことも

多い はずで ある｡

初心者やそ の分野には素人で ある人にと っ

て は
,

｢ 外界 にある知識｣ が大 い に 利用で き

る環境 こ そが望ま しい ｡ これに より現在 の学

習 レ ベ ル や自分の 本来の 作業に稀少の 資源で

ある意識 と注意を集中できるもの で ある｡ し

かも,
こ の こ とは制作過程 の 一 部 ･ 一 時 に だ

け有効とい う ことで はなく, 制作の過程全般

に 通 じて い える こ と で ある｡ 発想 の き っ か

け,
デザイ ン の 工夫時, 困難な作業の 時, 安

全 の ためにも重要な役割を果たす｡

多かれ少なかれ, 熟達者であれ初心者で あ

れ
, 制作者に と っ て は使用者とし て の側面が

常に付きもの で あると い うことに注意を喚起

すべ きで ある｡ 制作者も外界の知識に依存し

て い る ことを忘れる べ きで はない ｡ 使用者に

つ い て純粋な意味 で の使用者を考え る ことが

で きるとして も, ある使用それ自身が別の 制

作の 一 部分 で あ っ たりする場合 も多 い はず で

ある｡

これま で , 外界と の やりとりが どの ように

行われ る のかに つ い て詳細な探求が おろそか

に さ れて い る ｡ しか し, 知覚や認知 と同様

に
州

, 制作は
一

般に 頭の 中の 操作で はなく,

外界と のやりとりである
,

と考える べ きで あ

る ｡ こ の やりとりは単に制作者を形造 る の み

ならず, 彼を変化させ る の で ある｡ われわれ

の 誰もが自分が 関与する制作活動に よ っ てま

さ に創造される の で ある ｡ 制作 ( 作る こ と)

をど こ か で ｢ 創造的｣ 活動と結びつ けて考え

る こ とが日常化 したため , 創造的と い うとき

それが自分自身が変化する こ ととは受け取 ら

れ なくな っ て しま っ た ｡ もう
一

度 ｢ 外界と の

やりとり｣ に 注意を向け, 制作者自身が何を
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して い る のかに
, も っ と関心を持 っ べ きで は

な い だろうか ｡

こう した理由から, 使用者側からの 発想 に

転換する こ とは重要で あるとともに
, あなが

ち無理な こ とで あるとはいえな い ｡ 人はまず

モ ノ の使用者として の 訓練を受け, 次第 に 制

作者と して成長する ｡ こ の どこかに 区切りが

存在するとい うの で はなく, 常に 使用者と制

作者が相伴 っ て 現れ て くる｡
『人間は道具を

｢ 使う こと｣ に よ っ て もの を ｢ 作 っ て い る｣

の で ある ｡ 』 人間は ｢ 作り方｣ だけではなく ,

｢ 使 い 方｣ も知 らなくて は ならな い の で あ

る
* 5

｡

人間の歴史で は, こうした 二重性の うち
,

これま で
,

どちらかと い えば ｢ 作る こと｣ を

重視して きたとい え る｡ こうした点を改め よ

うとする努力が 求められ て い る｡

3
,

4 章 で例示した ように , カ ペ ラ ･ ゴ ー

デ ン で は, 作業環境 の 改善 シ ス テ ム を通 じて

使用者側の 立場に 立 っ ことを体験させ
, ま た

宿舎 で の 生活 の場に
, 様 々 な工芸品を配 して

それ らの使用に つ い て 体験させ て い る｡ 外的

環境, 外界の 知識が周到に準備され
,

それが

効果的に 学習者に 主体化され, 彼の そ の後 の

作り手側と して の 能力に転化 して い く ことを

ね ら っ て い るように もみえる ｡ カ ペ ラ ･ ゴ ー

デ ン の教育理念 に は ｢ 制作者は優れた使用者

で あらねばな らな い ｣ とする考え方がうかが

え る｡

しか し, 話をカ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン にだけ限定

する ことは正確 で はない
｡ こう した考え方は

広く ス ウ ェ
ー デ ンさ らには北欧全般にみ られ

る文化的特徴の よう である｡

5 . 3
.
1 使用者を育て る環境教育

ス ウ ェ
ー

デ ン の 古い 生活用品を歴史的に 展

示す る ノ ル デ ィ ス カ博物館 で は, 学芸員が子

供 たち の ため に
一

つ の 企画を実践 し て い る.

それ は博物館の 一

部屋 に
, 古い 農家 の 一 場面

をリ ア ル に再現し て
,

そ の 中で子供達を遊ば
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せる企画で ある｡ 農家の 内部に は食堂, 寝室

な どが 実際 の 調度品とともに復元され て い

て
, 農家の 周鰭 に は馬小屋 , 牛小屋 , 川 ,

棉, 馬車や
一

輪車, 日用品店などが
, 映画の

セ ッ トの ように 作られ て い る ｡ そ して
,

こ こ

で遊ぶ子供達 に は古い 民族衣装が貸し与えら

れる｡ 動物は木製 で再現され
, 調度品や 日常

の 生活道具は古い 本物が置かれ て い る｡ 床材

に は1 20 年前の 民家か ら移築 した もの を用い

て い る ( 図1 1) 0
｢ われわれ は子供の ベ ビ ー

シ ッ ク - の 仕事をして い るわけ で はない . 古

い もの を実際に使い
, 身に つ けて遊び, そ の

中で の生活を理解するの だ｡ これはとて も大

切なこ とだと考えて い る ｡ そ の た め に こ の場

は実際の ス ケ
ー

ル で作 っ た ｡ こ こ は
一

つ の教

育の 場 で あり , 博物 館 に は そ の 使 命 が あ

る｡ ｣ と学芸員は話してくれた ｡

ス ウ ェ
ー デ ン の 中学校 の家庭科 で は

,
1 3

,

1 4 歳の 生徒に 対して , 彼らがやがて自分の 子

供を持 っ た時, 何に気を っ けるかを学ぶ授業

が 行われて い る｡ これ はb a r n k u n s k a p と呼

ばれる制度で , さらに15 歳になるとh e m k u n _

s k a p とい う制度があり, 具体的な料理の 方法

や道具 の 整理 の仕方などを学ぶ ｡

'r
そ こ に

-
は普

通の家庭 に ある台所が数 セ ッ ト用意されて あ

り,
そ の 中で授業が行われ る｡ 日本に あるよ

うな家庭科 の 特別室とはま っ たく発想が異

な っ て い る｡

ア - リ ングソ ー ス市に ある幼稚園に は
,
1 歳

から6 歳まで の子供 たちが預けられ て い る ｡

図1 1 博物館の 中の 体験 セ ッ ト
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建物の内部は
一 般の 家庭と同じような間取り

に な っ て い て , 窓の 位置や家具 , トイ レ の大

きさま です べ て子供用 の 高さやサ イズに作ら

れて い る｡ 大人か らみれば自分が ガリ バ ー の

ように感 じる雰囲気を持 っ て い る ｡ 子供の 目

線で 子供 の 環境が作られ て い て ,
そ の 中で子

供 は様々 な経験を子供 の身体サ イ ズで体験 で

きる｡

5 . 3 . 2 社会における使用者 に対する高い

関心

図12 は地方の レクサ ン ド市に ある歯科医院

の写真で ある｡ 入り口 には大人用と子供用の

コ
ー ト掛けが置かれ , 待合い 室は淡い赤色の

家具が用意され い る｡ 窓際には観葉植軌 美

図12 - 1 待合 い 室 の 風景

図1 2 - 2 受付窓 口 の 様子

図12 - 3 医療 ス タ ッ フ の 顔写真

しい カ
ー

テ ンがあり, 部屋の コ
ー ナ ー に は子

供 の ための絵本やおもち ゃ なども用意され い

る｡ ま た
,

壁 には歯科医と看護婦の笑顔の 顔

写真が掛けられて い る｡ 受付の 窓口 は広く低

く作られ , 子供 で も顔を出す ことが で きる｡

患者は次の 診察予約や詳しい 薬の説明などを

そ こ で受けられるように な っ て い る｡

淡い赤色の色調をなぜ選んだの かに つ い て

質問 したと こ ろ ,
｢ 大人 で も歯科独特の 匂い

や ドリ ル音は恐怖心をまねくもの だ ｡ こ の 色

は精神的な緊張を和らげるよう に , われわれ

ス タ ッ フ が全員で検討して選ん だ｡ ｣ と, 答

えてくれた ｡ さ らに , 待合 い 重か らは医師 の

姿が見えな い とい う ことが恐怖感を与えるた

め , 医療 ス タ ッ フ の笑顔の 顔写真を掲げる こ

とに したとい う｡ 受付 口 の 前の 低い ス ツ ー ル

を不 思 議 に 思 っ た が
,

｢ 老 人 や - ン デ ィ

キ ャ ッ プの 人たちが予約や薬 の 説明をする問

座る こ とがで き るように置い て い る｡ ｣ と い

う説明で あ っ た ｡

図13 は
,

ノ
ー ル チ ェ ビ ン グ市に新設された

老人ホ ー ム で ある｡ こ こ の 設計に は
,

こ こ で

働く職員も当初から参加した ｡ 施設 内は古い

家具がふん だん に使われ て い る ｡ こ の 理由を

職員 に 聞くと
,

｢ 老人が長 い 間使用 した家具

は , 彼らと 一 体です｡ 彼 らの 入所と共 に運ば

れ,
これは精神的な やすらぎを与え る大切 な

要 素 で あ る と考 え て い る ｡ ｣ と い う返事 が

返 っ て きた｡

はん の
一

例で はあるが
,

サ ー ビス の 精神と
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図1 3 - 1 老人 ホ ー

ム の 個室 の 様子

図13 - 2 リ ビ ン グの 様子

一 言 で は い えな い 何かを感 じる ｡ 利用者, 倭

用者の 側か ら, 何が良い こ とで ある の かを

常々 考える習慣が社会に根付き, 身に付い て

い るとしか説明が つ かな い ｡

6 お わ りに

プラ トン の 対話編 の 中に は, 制作者に と っ

て 使用者の 存在が い かに重要なの かを指摘 し

て い る箇所が い く つ かある ｡ プラ トン著 ｢ 国

秦 ( 第10 巻) ｣ より引用すると,

『 . . .

｢ それぞ れの もの に つ い て ,
い ま挙げた よう

に 三 つ の 技術が ある の で は な い かね -

- すなわち , 使うため の 技術, 作るため の

技術, 真似 る ( こ の場合の 真似るため の技術

とは絵画や詩作などを指す ｡ 筆者注) ため の

技術｣

｢ ええ｣

｢ と こ ろ で , 道具 に せ よ , 動物に せ よ
, 行為
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に せ よ , それぞれの もの の善さや美しさや正

しさは , それぞれがそ の ため に作られたり生

じたりして い ると こ ろ の
,

はかならぬ使用と

い う ことに関わるもの で はない かね ? ｣

｢ そ の とおりです｣

｢ そうすると
,

ま っ たく必然的に, それぞれ

の もの を使う人 こ そが
, 最もよくそ の もの に

通 じて い る人で あり, そ して
, 自分の使うも

q) が実際の使用に あた っ て
, どの ような善い

と こ ろある い は悪い と こ ろを示すかを
, 制作

者に 告げ る人となる の だ, とい う こ と に な

る｡ たとえば, 笛吹きは
, 苗作りの 職人に 笛

の こ とに つ い て , どの 笛が実際に笛を吹くに

あた っ て役に立 っ かを告げ, 職人が どの よう

な笛を作らなければならな い かを命令する の

で あ っ て , 職人の 方は これに仕えるわけな の

だ｣

｢ むろん そうです｣

｢ そ こ で
,

一 方は , よ い笛と悪 い笛に つ い て

知 っ て い て告 げる の だ し
, 他方はそれを信 じ

て作る の だね ? ｣

｢ ええ｣

｢ して みると, 同じ道具 に つ い て , 製作者の

方は, 知 っ て い る人と付き合い
, 知 っ て いる

人から聞かなければならな い おかげで , そ の

道具 の 美 し悪しに つ い て正 しい信念を持っ こ

とになるわけだ し
, 使用者の 方は知識をも っ

ことに なるわけだね ? ｣

｢ た しか に｣』
15 )

現代人が自分を商品購入者として考えて満

足 して い る こ とはあ っ て も, 意識的な商品使

用者とし て の 立場で登場させ る ことは非常に

少な い とい え;5 の で はな い だ ろうか ｡

もしも ｢ 使う人｣ が本来 の プラ ト ン の い う

意味 で の ｢ 使 う人｣ で な い の な ら
,

｢ 使 う

人｣ の復権 に は
, 何が求め られ て い る の で あ

ろうか｡ 使用者と制作者が近接 して い た ｢ 誹

える｣ とい うような習慣が消え つ つ ある現代

で ば
6)

, こうしたもの に変わる ｢ シ ス テ ム ｣

を工夫 し
, 仕掛ける ことが必要で はな い かと
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考えられ る｡

プラ トン の い う ｢ 使う人｣ とは ｢ それぞれ

の物の 良さや美しさや正しさ｣ を知 っ て い る

人 で あり ,
｢ 最 も良く そ の もの に 通 じて い る

人｣ ,
｢ 自分 の 使う物が実際の 使用 に あた っ

て
,

どの ような善い と こ ろある い は悪い とこ

ろを示すかを
, 制作者に告げる｣ ことができ

る知識を持 つ 人 で ある ｡ また ,
｢ 制作者｣ は

｢ そ の道具 の 美し悪しに つ い て 正 しい信念を

持 つ ｣ 人で ある｡

カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン の例 で み た工房長 シ ス テ

ム や生活 の 中の教材な どを, 制作者を育て る

た めに使用者を体験させ る仕掛けとして再考

した理由が こ こ に ある｡

制作中に 道具 の 使用者が, 使 っ て い る道具

に つ い て 何か気に なるとい うの は , たぶん い

い こ とで はない はずで ある ｡ そ の道具や作業

環境が不具合であるから, 気にかか っ て仕事

が ス ム ー ズに は進まな い の である ｡ 哲学者 の

広松渉は次 の よ うに行 っ て い る ｡ 『生産手段

と して の 使用 価値上 の ｢ 欠陥｣ の せ い で あ

る. 切れな い ナ イ フ は , そ の生産者た る刃物

屋誰蛾氏をおもい お こさせ る｡ 』
17 )

われわれ

は使用上問題 の あるもの に つ い て は , は っ き

りと ｢ こ んなもの を作 っ た の はどこ の どい っ

だ｣ と言 っ て非難するが
, 逆 に 『できの よ い

生産物 で は, そ の使用属性が過去の 労働に 媒

介さ れ て い る とい う こ と ば消え 去 っ て い

る ｡ 』
1 7)

すなわち, 使い やすく よく で きた道

具や, よ い 作業環境 に つ い て は, それを誰が

作 っ たか , 誰がデザイ ンした の か に 人は気づ

かな い し, 特別 な注意 を払わな い もの で あ

る｡ しかし
,

こうした仕組みがどうで もい い

とい うことで はもちろん無く,
こ の 仕組み の

上に立 っ て , 制作にある方向づ けを受けて い

る｡ た とえそ の こ とに気づかな い とし て も｡

学習者が様 々 に 工 夫された 仕掛 け に よ っ

て , ある方向付けを受け て い る ことを こ こ で

は肯定的に 捉え てきた ｡ しか し, それが ある

作為を持 っ た意図的な仕掛けであればある は

ど, 人をある限 られた範囲 へ 導く操作として

働い て しまう の で はな い か
,

とい う懸念も考

えられ る｡ 土芸品制作活動は , 利己的で あれ

自己療法的で あれ, も っ と多様な価値観から

成り立 っ て い るもの で はない か , とする認識

もあろう｡

しかしまた
一

方で , 多様性を重視す る余り

に工芸品制作活動の 進む べ き道を模索する試

みさえなおざりにされ て い る面も否定で きな

い ｡

こ の論文 で は , 筆者らの理想 とす る工芸観

を実現 して い るカ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン美術工芸学

校の 事例を取り上げ, そ の 背景に考察を加え

て み た ｡

カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン 美術 工 芸学校木材工 芸専攻 ,
｢ 椅子展｣ カ タ ロ グ

,
カ ル マ ル 市デザ イ ン セ ン

タ
ー

,
1 9 96 .

ー『｢ カ ペ ラ づ - デ ン に おける家具制作 ･ イ ンテ リ ア デザイ ン の た め の トレ ー ニ ン グ目標 と そ の 要旨｣

私 た
.
ち の コ ー

ス は 秘密 の な い 打 ち解け た対話 と 個人 の 制作 の も と に あ る方向の 技量を精神的 に 伸ば

す こ とを目的とする ｡ 個 々 の 課題で は現在 の 生活や 経験 の 中か ら制作可能な 課題を選択 して い る ｡

我 々 は ｢ 多く の 試練に 耐 え て き た 知識 (伝統) ｣ と そ れ ぞ れ の 個性から, 芸術的 , ク ラ フ ト マ ン

シ ッ プ の 技術や 木を形 に す る こ とを仕事 に して い る｡

家具 の 構成 や 品質 と美的な 価値,
｢ 日 々 の 生活環境 の 中で の 価値 セ ン ス の 開発｣ も考 え て い る ｡

学習内容 ‥ 材料学 , 形態造形学, 製図法 と機械 お よ び手道具の 使用法 , 経済, 芸術史, 色彩学 と ド

ロ
ー イ ン グ

学校 の 中は 菜園 コ ー

ス , 織 り コ - ス
, 陶器 コ ー

ス が あ る｡ そ れ ら の 専門性 や ｢ 素材的 な 価値 に 対 し
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て も同時に注意を払う｣ こ とが学校全休の 基本を作り上げて い る｡

こ れらの ことを通じて私た ちは
, 技術, 使 い や すさな どの ｢ 信頼性を創造｣ した い と考えて い る｡

個 々 の 洞察力や能力から家具職人 (家具作家) , 工芸家, 家具デザ イ ナ ー

, 経営者と な る で あ ろ う. 』

* 2 手押 カ ン ナ 盤 (h a n d f e e l p l a n e r )

披切削材を素手ある い は押し治異などを使 っ て 送材し, 正確 な基準面を真直に削る木工加工機械｡

* 3 ボ ー リ ン グマ シ ン ( m u lti s pi n dl e b o r e r)

披加工 材をテ ー ブル 上 に 主 と して空圧で 押 さ え て 固定 し
, 回転軸 に 取り付けた きりに よ っ て 円及び

楕円の は ぞ穴をあ け る木材加工 機械｡

* 4 カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン で は, 学生 の 作品 の 制作 に 必要な材料 が 学校側 か ら提供 さ れ る｡ そ して 制作後 の

作品 に は 指導者 に よ っ て価格 が 付けられ
, 展示会 の 際 に 販売 さ れ て い る｡ 展示会 は 夏 と 秋 に 開催 さ

れ, 制作者 で あ る本人 が 作品を欲す る場合は販売価格を支払わ なく て は な らな い ｡ 学校に残された 作

品 の 多く は, 販売されなか っ た もの や , 制作者本人が寄贈した も(D で ある｡

* 5 人 工物 も考え て み れば,
｢ 作る こ と｣ と ｢ 使う こ と｣ と い う技術 の 中から生まれ て き た と い え る｡

坂本貿三 は , 人工 物 そ れ自身 は 単 な るも の に しか過ぎな い が , 人工 物を ｢ 作 る こ と｣ と ｢ 使う こ と｣

の 中に 技術が あ ると い うo
『作る こ と に お い て は外的対象 へ の 加工 で あ るが

, 使う こ と に お い て は す

で に手の
一 部とな っ て い る｡ こ の 場合, で き る か ぎり身体 の

一 部の ごとく使え る よ う に加工 が 行 な わ

れ る の で あ っ て , そ こ で は人間の 能力が対象化され る｡ しかし, 身体の
一 部 の ご とく使う こ と に よ っ

て , 外的な 自然物が 主体化 さ れ る｡ 道具 は 手 と な り乗物は 足に な る の で あ る｡ つ まり, 人間は作る こ

と に お い て 自己の 能力を対象化 (外化) し, 使う こ とに おい て 他 の も の 主休化 (内化) す る の で あ

る｡ 』 坂本 は
, 技術を定義して 『技術と は 人間能力 の 対象化と外的自然 の 主体化 に ほか な らな い』 と

い う｡
｢ 外的自然 の 主体化｣ と は, ノ ー マ ン い う ｢ 外界 の 知識 の 利用｣ と い う言い 方と ほ ぼ 同 じ こ と

をい っ て い る と考え られ る｡ ( 坂本健 三 : ｢ 先端技術 の 行方｣ , 岩波書店 , p 2 8
,

19 8 7
. )
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